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三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院はははは、、、、三田市三田市三田市三田市のみならずのみならずのみならずのみならず周辺医療圏約周辺医療圏約周辺医療圏約周辺医療圏約30303030万人万人万人万人のののの皆皆皆皆さまにさまにさまにさまに対対対対してしてしてして、、、、救急救急救急救急をををを中心中心中心中心とするとするとするとする急性期医療急性期医療急性期医療急性期医療をををを
提供提供提供提供しししし、、、、住民住民住民住民のののの健康健康健康健康・・・・福祉福祉福祉福祉のののの増進増進増進増進にににに貢献貢献貢献貢献してきましたしてきましたしてきましたしてきました。。。。

しかししかししかししかし、、、、全国的全国的全国的全国的なななな医師医師医師医師・・・・看護師不足看護師不足看護師不足看護師不足やややや国国国国のののの医療保険財政医療保険財政医療保険財政医療保険財政のののの悪化悪化悪化悪化などをなどをなどをなどを背景背景背景背景にににに、、、、公立病院公立病院公立病院公立病院のののの経営環境経営環境経営環境経営環境はははは急速急速急速急速
にににに悪化悪化悪化悪化しておりしておりしておりしており、、、、三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院においてもにおいてもにおいてもにおいても、、、、平成平成平成平成19191919年度決算年度決算年度決算年度決算でででで11111111億円億円億円億円をををを超超超超えるえるえるえる赤字赤字赤字赤字にににに陥陥陥陥るなどるなどるなどるなど大変厳大変厳大変厳大変厳しいしいしいしい経営経営経営経営
状況状況状況状況となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。こうしたこうしたこうしたこうした中中中中、、、、本市本市本市本市においてもにおいてもにおいてもにおいても平成平成平成平成19191919年年年年10101010月月月月にににに、、、、市直轄市直轄市直轄市直轄のののの「「「「三田市民病院経営健全化推進三田市民病院経営健全化推進三田市民病院経営健全化推進三田市民病院経営健全化推進
本部会議本部会議本部会議本部会議」」」」をををを設置設置設置設置しししし、、、、医師医師医師医師・・・・看護師確保対策看護師確保対策看護師確保対策看護師確保対策などなどなどなど市民病院市民病院市民病院市民病院のののの経営健全化経営健全化経営健全化経営健全化にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを進進進進めつつめつつめつつめつつ、、、、同時同時同時同時にににに
市民病院市民病院市民病院市民病院のののの抜本的抜本的抜本的抜本的なななな経営改革経営改革経営改革経営改革にににに踏踏踏踏みみみみ込込込込んだんだんだんだ検討検討検討検討をををを行行行行うべくうべくうべくうべく、、、、外部専門委員外部専門委員外部専門委員外部専門委員によるによるによるによる「「「「三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のありのありのありのあり方検討方検討方検討方検討
委員会委員会委員会委員会」」」」をををを設置設置設置設置いたしましたいたしましたいたしましたいたしました。。。。

本計画書本計画書本計画書本計画書はははは、、、、同委員会同委員会同委員会同委員会のののの5555回回回回にににに渡渡渡渡るるるる検討会議検討会議検討会議検討会議からのからのからのからの答申答申答申答申をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、 三田市民病院運営三田市民病院運営三田市民病院運営三田市民病院運営のののの今後今後今後今後のののの進進進進むべきむべきむべきむべき基基基基
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本計画書本計画書本計画書本計画書はははは、、、、同委員会同委員会同委員会同委員会のののの5555回回回回にににに渡渡渡渡るるるる検討会議検討会議検討会議検討会議からのからのからのからの答申答申答申答申をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、 三田市民病院運営三田市民病院運営三田市民病院運営三田市民病院運営のののの今後今後今後今後のののの進進進進むべきむべきむべきむべき基基基基
本的本的本的本的なななな方向性方向性方向性方向性をををを定定定定めめめめ、、、、地域医療地域医療地域医療地域医療におけるにおけるにおけるにおける三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割・・・・方向性方向性方向性方向性をををを確認確認確認確認しつつしつつしつつしつつ、、、、そのためのそのためのそのためのそのための基盤基盤基盤基盤となるとなるとなるとなる経経経経
営営営営のののの効率化効率化効率化効率化やふさわしいやふさわしいやふさわしいやふさわしい経営形態経営形態経営形態経営形態についてまとめたものですについてまとめたものですについてまとめたものですについてまとめたものです。。。。

本計画書本計画書本計画書本計画書によりによりによりにより三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院がががが健全健全健全健全なななな経営基盤経営基盤経営基盤経営基盤にににに裏付裏付裏付裏付けられたけられたけられたけられた良質良質良質良質なななな医療医療医療医療をををを提供提供提供提供しししし、、、、三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの基本基本基本基本
理念理念理念理念であるであるであるである『『『『三田地域三田地域三田地域三田地域のののの中核病院中核病院中核病院中核病院としてとしてとしてとして安心安心安心安心、、、、納得納得納得納得、、、、温温温温かいかいかいかい心心心心のこもったのこもったのこもったのこもった医療医療医療医療をををを提供提供提供提供しししし、、、、地域住民地域住民地域住民地域住民のののの支支支支えとなるえとなるえとなるえとなる
病院病院病院病院』』』』としてありとしてありとしてありとしてあり続続続続けることをけることをけることをけることを目指目指目指目指しておりますしておりますしておりますしております。。。。

最後最後最後最後になりましたがになりましたがになりましたがになりましたが、、、、本計画本計画本計画本計画のののの策定策定策定策定にあたりにあたりにあたりにあたり、、、、貴重貴重貴重貴重なごなごなごなご意見意見意見意見やごやごやごやご提言提言提言提言をいただきましたをいただきましたをいただきましたをいただきました三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のありのありのありのあり方方方方
検討委員会委員検討委員会委員検討委員会委員検討委員会委員のののの皆皆皆皆さまをはじめさまをはじめさまをはじめさまをはじめ、、、、市民市民市民市民アンケートアンケートアンケートアンケート調査等調査等調査等調査等でごでごでごでご協力協力協力協力いただきましたいただきましたいただきましたいただきました多多多多くのくのくのくの市民市民市民市民のののの皆皆皆皆さまにさまにさまにさまに心心心心からからからから
感謝申感謝申感謝申感謝申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

平成平成平成平成20202020年年年年12121212月月月月
三田市長三田市長三田市長三田市長 竹内竹内竹内竹内 英昭英昭英昭英昭
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注注注注））））各各各各ページページページページ中中中中のののの※※※※印印印印はははは、、、、ⅢⅢⅢⅢ章章章章でででで用語集用語集用語集用語集のののの記載記載記載記載があることをがあることをがあることをがあることを意味意味意味意味しているしているしているしている。。。。



ⅠⅠⅠⅠ
三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
１１１１．．．．三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの概要概要概要概要

①①①①施設施設施設施設のののの概要概要概要概要
住所：三田市けやき台３丁目１番地１
規模：病床数300床（ＨＣＵ※10床、未熟児室3床、特室5床、個室53床）
構造：鉄筋コンクリート造 地上７階
敷地面積：58,747.86㎡
延床面積：22,928.07㎡

②②②②基本理念基本理念基本理念基本理念
三田市民病院は、地域の中核病院として『安心、納得、温かい心のこもった医療を提供し、
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三田市民病院は、地域の中核病院として『安心、納得、温かい心のこもった医療を提供し、
地域住民の支えとなる病院』を目指します。

③③③③診療科診療科診療科診療科（（（（16161616診療科診療科診療科診療科））））
内科、消化器科、循環器科、小児科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、皮膚科、
泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線科、麻酔科、リハビリテーション科

④④④④特特特特 色色色色
救急医療を中心とする急性期病院(病状発症後間もない疾患治療を行う医療機関)として活動し、
地域の診療所・病院と役割分担・連携を図りながら、地域全体の医療水準の向上に努める。

・24時間の救急医療(入院を必要とする重症救急)
・24時間体制による脳卒中に代表される脳血管疾患を治療
・24時間体制による急性心筋梗塞などの循環器疾患を治療
・外来化学療法をはじめ放射線治療設備を備え、通院でのがん治療
・周産期医療(出産など※）の実施
・人間ドック



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
１１１１．．．．三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの概要概要概要概要

⑤⑤⑤⑤沿革沿革沿革沿革

ⅠⅠⅠⅠ

昭和24年12月 三田町立診療所として発足（内科、外科、耳鼻いんこう科、放射線科　病床数8床） 
25年12月 町立三田病院となる（小児科、産婦人科、眼科を新設、病床数20床） 

　　　33年 7月 三田市民病院と改称（市制施行） 
　　　39年 5月 第1期工事完成（外科）病床数51床 
　　　41年 8月 第2期工事完成（増築）病床数73床 
　　　46年 6月 第3期工事完成（増築）病床数141床（リハビリテーション施設整備） 

平成  ７年  5月 新市民病院オープン　病床数250床、13診療科 
　　　 ７年  6月 救急医療機関告示認定 
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　　　 ７年  6月 救急医療機関告示認定 
７年11月 日帰り人間ドック開始 
8年  4月 病床数300床 
9年  4月 医療福祉建築賞受賞 
9年10月 財団法人日本医療機能評価機構※　一般病院種別B認定（Ver.1）

      10年  7月 消化器科、循環器科を新設し15診療科になる
　　  11年  7月 時間外小児救急病院間連携（2次救急）開始 
　　  13年  1月 クリニカル・パス導入※

14年10月 （財）日本医療機能評価機構　一般病院の認定更新(Ver.4） 
　　  16年  6月 増築棟完成（救急処置室、内視鏡検査室、CT室拡充、外来化学療法室新設、人工透析室移設） 

16年10月 脳神経外科　脳卒中センター開設（24時間対応） 
16年11月 ３階救急重症病棟開設、血管造影装置更新と心臓カテーテル専用機設置、地域医療連携室開設 

　　  18年  4月 医療安全管理室開設 
　　  18年  7月 形成外科を新設し16診療科になる 



医療制度環境医療制度環境医療制度環境医療制度環境のののの悪化悪化悪化悪化

・・・・厳厳厳厳しいしいしいしい保険財政保険財政保険財政保険財政

・・・・診療報酬診療報酬診療報酬診療報酬※※※※引引引引きききき下下下下げげげげ圧力圧力圧力圧力

・・・・病院病院病院病院のののの病床数削減方針病床数削減方針病床数削減方針病床数削減方針

公立病院公立病院公立病院公立病院をををを巡巡巡巡るるるる環境環境環境環境がががが厳厳厳厳しさをしさをしさをしさを増増増増すすすす中中中中、、、、国国国国のののの基本方針基本方針基本方針基本方針としてとしてとしてとして「「「「公立病院改革公立病院改革公立病院改革公立病院改革ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン｣｣｣｣がががが策定策定策定策定されたされたされたされた。。。。

公立病院公立病院公立病院公立病院をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく経営環境経営環境経営環境経営環境のののの変化変化変化変化 国国国国のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

病院事業病院事業病院事業病院事業はははは、、、、自治体財政健全化自治体財政健全化自治体財政健全化自治体財政健全化のののの観点観点観点観点からもからもからもからも、、、、

一層一層一層一層のののの健全運営健全運営健全運営健全運営をををを求求求求められるめられるめられるめられる。。。。

自治体財政健全化法自治体財政健全化法自治体財政健全化法自治体財政健全化法のののの制定制定制定制定（（（（2007200720072007年年年年6666月月月月））））

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
２２２２．．．．公立病院公立病院公立病院公立病院をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる制度環境制度環境制度環境制度環境 ①①①①全体概況全体概況全体概況全体概況

ⅠⅠⅠⅠ
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・・・・病院病院病院病院のののの病床数削減方針病床数削減方針病床数削減方針病床数削減方針

・・・・慢性的慢性的慢性的慢性的なななな医師医師医師医師・・・・看護師不足看護師不足看護師不足看護師不足

公立病院公立病院公立病院公立病院をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく環境変化環境変化環境変化環境変化

・・・・自治体財政自治体財政自治体財政自治体財政のののの悪化悪化悪化悪化

・・・・自治体病院自治体病院自治体病院自治体病院のののの7777割割割割がががが赤字赤字赤字赤字

・・・・市町村合併市町村合併市町村合併市町村合併によるによるによるによる病院整理病院整理病院整理病院整理のののの必要性必要性必要性必要性

経済財政改革経済財政改革経済財政改革経済財政改革のののの基本基本基本基本方針方針方針方針（（（（2007200720072007年年年年6666月月月月））））

一層一層一層一層のののの健全運営健全運営健全運営健全運営をををを求求求求められるめられるめられるめられる。。。。

公立病院改革公立病院改革公立病院改革公立病院改革ガイドラインのガイドラインのガイドラインのガイドラインの策定策定策定策定（（（（2007200720072007年年年年12121212月月月月））））

自治体自治体自治体自治体にガイドラインをにガイドラインをにガイドラインをにガイドラインを示示示示しししし、、、、経営指標経営指標経営指標経営指標にににに関関関関すすすす

るるるる数値目標数値目標数値目標数値目標をををを設定設定設定設定したしたしたした改革改革改革改革プランのプランのプランのプランの策定策定策定策定をををを促促促促

すすすす。。。。

注）保険医療財政・診療報酬動向については次項参照

公立病院改革ガイドラインについては次々項参照



国国国国のののの保険医療財政保険医療財政保険医療財政保険医療財政とととと診療報酬改定診療報酬改定診療報酬改定診療報酬改定のののの推移推移推移推移
アアアア）））） 高齢化高齢化高齢化高齢化やややや疾病構造疾病構造疾病構造疾病構造のののの変化変化変化変化をををを背景背景背景背景にににに国全体国全体国全体国全体のののの医療費医療費医療費医療費はははは増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向にあるにあるにあるにある。。。。国民医療費国民医療費国民医療費国民医療費とととと老人医療費老人医療費老人医療費老人医療費のののの合計合計合計合計はははは、、、、

1993199319931993年年年年からからからから2005200520052005年年年年にかけてにかけてにかけてにかけて25.825.825.825.8兆円兆円兆円兆円からからからから33.133.133.133.1兆円兆円兆円兆円までまでまでまで28.328.328.328.3％％％％増加増加増加増加しているしているしているしている。。。。またまたまたまた、、、、国民所得国民所得国民所得国民所得にににに対対対対するするするする国民医療費国民医療費国民医療費国民医療費
のののの割合割合割合割合もももも6.96.96.96.9％％％％からからからから9.09.09.09.0％％％％までまでまでまで2.12.12.12.1ポイントポイントポイントポイント上昇上昇上昇上昇しているしているしているしている。。。。

イイイイ）））） これらこれらこれらこれら医療費医療費医療費医療費のののの増加増加増加増加をををを抑制抑制抑制抑制するためするためするためするため、、、、国国国国はははは医療機関医療機関医療機関医療機関のののの収入源収入源収入源収入源であるであるであるである診療報酬診療報酬診療報酬診療報酬をををを低下低下低下低下させるさせるさせるさせる傾向傾向傾向傾向にあるにあるにあるにある。。。。2002200220022002年年年年とととと
2006200620062006年年年年にはにはにはには、、、、診療報酬本体部分診療報酬本体部分診療報酬本体部分診療報酬本体部分がマイナスがマイナスがマイナスがマイナス改定改定改定改定されるなどされるなどされるなどされるなど、、、、医療機関医療機関医療機関医療機関のののの経営経営経営経営はははは厳厳厳厳しさをしさをしさをしさを増増増増しているしているしているしている。。。。

診療報酬改定率診療報酬改定率診療報酬改定率診療報酬改定率のののの推移推移推移推移医療費医療費医療費医療費のののの推移推移推移推移

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
２２２２．．．．公立病院公立病院公立病院公立病院をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる制度環境制度環境制度環境制度環境 ②②②②保険医療財政保険医療財政保険医療財政保険医療財政とととと診療報酬改定診療報酬改定診療報酬改定診療報酬改定のののの推移推移推移推移
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診療報酬改定率診療報酬改定率診療報酬改定率診療報酬改定率のののの推移推移推移推移

1.90%

-1.30% -1.36%

0.38%

-1.70%

-1.40%

-1.00%

-1.80%

-1.20%

0%

-0.82%

-3.16%

-1.00%

-2.70%

0.20%

-4.00%

-3.00%

-2.00%

-1.00%

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 年度

薬価及び材料
診療報酬本体
合計

2008年厚生労働白書データに基づき作成

医療費医療費医療費医療費のののの推移推移推移推移

17.6 18.6
18.9

19.3 21.5

11.8 11.7
11.6

8.2

10.3

9.0
8.7

8.4
7.6

6.9

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1993年 1996年 1999年 2002年 2005年
年度

兆円

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

％

老人医療費（兆円）  

国民医療費（兆円）  

国民医療費の国民所得に対す
る割合（％）

計25.8

計28.9

計30.7 計31.0 計33.1

厚生労働省資料等に基づき作成



公立病院改革公立病院改革公立病院改革公立病院改革プランのポイントプランのポイントプランのポイントプランのポイント

①①①①経営効率化経営効率化経営効率化経営効率化
・ 経営指標に係る数値目標を設定（省略）

地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体はははは、、、、平成平成平成平成20 20 20 20 年度内年度内年度内年度内にににに公立病院改革公立病院改革公立病院改革公立病院改革プランをプランをプランをプランを策定策定策定策定
（経営効率化は3 年、再編・ネットワーク化、経営形態見直しは5 年程度を標準）

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
２２２２．．．．公立病院公立病院公立病院公立病院をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる制度環境制度環境制度環境制度環境 ③③③③公立病院改革公立病院改革公立病院改革公立病院改革ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン
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・ 経営指標に係る数値目標を設定（省略）
ア） 財務の改善関係（経常収支比率、職員給与費比率、病床利用率など）
イ） 公立病院として提供すべき医療機能の確保関係 など

・ 一般会計から繰出金後※、「経常黒字」が達成される水準を目途
・ 病床利用率が過去3 年連続して７０％未満の病院は病床数等を抜本的見直し

②②②②再編再編再編再編・ネットワーク・ネットワーク・ネットワーク・ネットワーク化化化化
・ 二次医療圏※等の単位で経営主体統合を推進
・ 医師派遣拠点機能整備の推進。病院間の機能重複を避け、統合・再編含め検討

③③③③経営形態経営形態経営形態経営形態のののの見直見直見直見直しししし
・ 地方公営企業法の全部適用※、地方独立行政法人※、指定管理者制度※、民間譲渡の選択
・ 人事・予算等に係る実質的権限、結果への評価・責任を経営責任者に一体化
・ 診療所化や老健施設、高齢者住宅事業等への転換なども含め、幅広く見直し

2008年 総務省ホームページに基づき作成



１１１１．．．．平成平成平成平成20202020年兵庫県保健医療計画年兵庫県保健医療計画年兵庫県保健医療計画年兵庫県保健医療計画でのでのでのでの位置位置位置位置づけづけづけづけ
アアアア）））） 三田市三田市三田市三田市はははは阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏にににに所属所属所属所属

イイイイ）））） 小児小児小児小児・・・・周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療はははは神戸市神戸市神戸市神戸市とととと一体一体一体一体でででで医療圏医療圏医療圏医療圏をををを構成構成構成構成（（（（後記後記後記後記））））

ウウウウ）））） 脳疾患脳疾患脳疾患脳疾患・・・・心疾患等心疾患等心疾患等心疾患等もももも対応機能対応機能対応機能対応機能にににに応応応応じてじてじてじて医療圏医療圏医療圏医療圏をををを構成構成構成構成（（（（後記後記後記後記））））

２２２２．．．．阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏のののの概況概況概況概況
構成市町構成市町構成市町構成市町 ：：：： 三田市三田市三田市三田市、、、、伊丹市伊丹市伊丹市伊丹市、、、、宝塚市宝塚市宝塚市宝塚市、、、、川西市川西市川西市川西市、、、、

三田市と阪神北二次医療圏

（平成20年 兵庫県保健医療計画）

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ①①①①三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの属属属属するするするする二次医療圏二次医療圏二次医療圏二次医療圏のののの概要概要概要概要
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猪名川町猪名川町猪名川町猪名川町（（（（4444市市市市1111町町町町））））

圏域面積圏域面積圏域面積圏域面積 ：：：： 481k481k481k481k㎡㎡㎡㎡

人口数人口数人口数人口数 ：：：： 718718718718千人千人千人千人（（（（平成平成平成平成19191919年年年年10101010月現在月現在月現在月現在））））

高齢化比率 （平成20年 兵庫県保健医療計画）

地域 高齢化比率
三田市 13.9%
阪神北圏域 17.8%
兵庫県 19.8%
全国 20.1%



阪神北医療圏阪神北医療圏阪神北医療圏阪神北医療圏のののの疾病疾病疾病疾病・・・・入院患者動向入院患者動向入院患者動向入院患者動向
アアアア）））） 推計患者数推計患者数推計患者数推計患者数はははは、「、「、「、「精神及精神及精神及精神及びびびび行動行動行動行動のののの障害障害障害障害」、「」、「」、「」、「循環器系疾患循環器系疾患循環器系疾患循環器系疾患」、「」、「」、「」、「新生物新生物新生物新生物」」」」のののの順順順順にににに多多多多いいいい。。。。

イイイイ）））） 推計患者数推計患者数推計患者数推計患者数のののの61.661.661.661.6％％％％しかしかしかしか圏内圏内圏内圏内にににに入院入院入院入院しておらずしておらずしておらずしておらず、、、、約約約約4444割割割割がががが域外域外域外域外へとへとへとへと流出流出流出流出しているしているしているしている。。。。域外域外域外域外へのへのへのへの流出流出流出流出がががが多多多多いのはいのはいのはいのは、、、、
「「「「新生物新生物新生物新生物」（」（」（」（域内入院比率域内入院比率域内入院比率域内入院比率42.342.342.342.3％）、「％）、「％）、「％）、「精神及精神及精神及精神及びびびび行動行動行動行動のののの障害障害障害障害」（」（」（」（同同同同48.548.548.548.5％）％）％）％）などであるなどであるなどであるなどである。。。。

ウウウウ）））） 死因別死亡割合死因別死亡割合死因別死亡割合死因別死亡割合ではではではでは、、、、悪性新生物悪性新生物悪性新生物悪性新生物（（（（35353535％）％）％）％）がががが最多最多最多最多でありでありでありであり、、、、心疾患心疾患心疾患心疾患（（（（15151515％）、％）、％）、％）、脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患（（（（9999％）％）％）％）とととと続続続続いているいているいているいている。。。。

エエエエ）））） なおなおなおなお、、、、三田市三田市三田市三田市がががが隣接隣接隣接隣接するするするする丹波医療圏丹波医療圏丹波医療圏丹波医療圏もももも約約約約3333割割割割がががが域外域外域外域外へとへとへとへと流出流出流出流出しているしているしているしている。。。。地理的地理的地理的地理的・・・・歴史的経緯歴史的経緯歴史的経緯歴史的経緯からからからから、、、、三田市三田市三田市三田市へへへへ
のののの流入流入流入流入もももも多多多多いといといといと推測推測推測推測されるされるされるされる。。。。

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ②②②②阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏阪神北二次医療圏のののの医療需要動向医療需要動向医療需要動向医療需要動向
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疾病分類別推計入院患者数

本項データの出処（全て） 平成20年 兵庫県保健医療計画

死因別死亡割合死因別死亡割合死因別死亡割合死因別死亡割合

悪性新生物
35%

心疾患
15%

脳血管疾患
9%

肺炎
10%

不慮の事故
3%

自殺
3%

老衰
3%

結核
0%

その他
22%

患者数
（人）

圏域内入院

患者数（人）

圏域内の入

院割合（％）

患者数
（人）

圏域内入院

患者数（人）

圏域内の入

院割合（％）

a b c=b/a d e f=e/d

1,261 848 67.2% 315 249 79.0%

1,201 582 48.5% 348 191 54.9%

773 327 42.3% 114 78 68.4%

578 437 75.6% 124 109 87.9%

372 245 65.9% 92 43 46.7%
298 225 75.5% 74 64 86.5%
276 170 61.6% 62 51 82.3%
269 227 84.4% 73 64 87.7%
217 161 74.2% 27 17 63.0%
716 448 62.6% 126 96 76.2%

5,961 3,670 61.6% 1,355 962 71.0%合計

阪神北二次医療圏 丹波二次医療圏（参考）

内分泌、栄養及び代謝疾患（糖尿病等）

消化器疾患
神経系疾患

呼吸器系疾患
筋骨格系及び結合組織の疾患

精神及び行動の障害

循環器系疾患（脳血管・心筋梗塞等）

新生物（がん等）

損傷、中毒、外因の影響

その他

疾病分類（ICD10）

医療圏別患者数等



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの診療圏診療圏診療圏診療圏

三田市三田市三田市三田市、、、、篠山市篠山市篠山市篠山市、、、、猪名川町猪名川町猪名川町猪名川町、、、、宝塚市宝塚市宝塚市宝塚市（（（（西谷地区西谷地区西谷地区西谷地区）、）、）、）、神戸市神戸市神戸市神戸市（（（（北神出張所管内北神出張所管内北神出張所管内北神出張所管内）、）、）、）、

三木市三木市三木市三木市（（（（吉川町吉川町吉川町吉川町）、）、）、）、加東市加東市加東市加東市（（（（東条地区東条地区東条地区東条地区））））

診療圏人口診療圏人口診療圏人口診療圏人口はははは約約約約293293293293千人千人千人千人

市民病院市民病院市民病院市民病院のののの来院患者来院患者来院患者来院患者にににに占占占占めるめるめるめる同地区患者同地区患者同地区患者同地区患者のののの割合割合割合割合 ：：：： 入院入院入院入院84848484％、％、％、％、外来外来外来外来92929292％％％％

来院患者構成来院患者構成来院患者構成来院患者構成（（（（外来外来外来外来））））
総数総数総数総数666666666666件件件件・・・・1111日日日日　　　　外来患者数外来患者数外来患者数外来患者数・・・・平成平成平成平成19191919年度年度年度年度来院患者構成比来院患者構成比来院患者構成比来院患者構成比（（（（入院入院入院入院））））

総数総数総数総数206206206206件件件件（（（（1111日入院患者数日入院患者数日入院患者数日入院患者数　　　　平成平成平成平成19191919年度年度年度年度））））

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ③③③③三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの診療圏診療圏診療圏診療圏とととと来院患者動向来院患者動向来院患者動向来院患者動向

ⅠⅠⅠⅠ
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三田市
72%

猪名川町
1%

加東市（東条地区）
0%

三木市（吉川町）
4%

その他
8%

宝塚市（西谷地区）
2%

神戸市
（北神出張所管轄）

6%

篠山市
7%

総数総数総数総数206206206206件件件件（（（（1111日入院患者数日入院患者数日入院患者数日入院患者数　　　　平成平成平成平成19191919年度年度年度年度））））

三田市
61%

篠山市
12%

神戸市
（北神出張所管轄）

5%

三木市（吉川町）
4%

宝塚市（西谷地区）
2%

加東市（東条地区）
0%

猪名川町
1%

その他
16%

出処：平成19年度 三田市民病院レセプトデータより作成



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの診療圏診療圏診療圏診療圏のののの将来人口動向将来人口動向将来人口動向将来人口動向

ア） 少子高齢化の進展により診療圏人口は
293千人（2008年）から291千人（2014年）まで
減少すると推計される。

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ④④④④診療圏診療圏診療圏診療圏のののの将来人口推計将来人口推計将来人口推計将来人口推計

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの診療圏診療圏診療圏診療圏のののの人口推移推計人口推移推計人口推移推計人口推移推計

ⅠⅠⅠⅠ

65
52

22.2%

17.9%
300

400

人口（千人）

20.0%

25.0%

高齢化率（％）

合計293千人

合計291千人
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イ） 高齢化率も17.9％から22.2％まで上昇。

ウ） 三田市単体の場合、人口はほぼ横ばい、
高齢化率は13.3％から20.0％への上昇と推計
されるため、診療圏全体の方が少子高齢化が
急速であると言える。

データ出処：三田市人口は「三田市介護保険事業計画」。
他市人口は、兵庫県「人口減少社会の展望研究報告書」に
基づいて推計を行っている。

出処：各市町人口データに基づいて推計

3946

195
187

65
52

0

100

200

2008年 2014年
年

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

高齢者層
生産年齢層
若年層
高齢化率



2008年 2014年 増加数 増加率
疾患名（傷病大分類） a b c=b-a d=c/a
感染症及び寄生虫症 59 65 6 9.9%
新生物　（がん等） 342 385 43 12.6%
血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 12 13 2 14.5%
内分泌，栄養及び代謝疾患　（糖尿病等） 79 90 11 14.3%
精神及び行動の障害 558 598 40 7.1%
神経系の疾患 171 194 23 13.4%

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院 診療圏全体診療圏全体診療圏全体診療圏全体のののの将来疾患需要予測将来疾患需要予測将来疾患需要予測将来疾患需要予測

少子高齢化に伴い、1日入院患者数は2,906人（2008年）→3,268人（2014年）まで12.5％の増加見込み。

疾患毎に増加率の高低があるため、疾患需要動向に併せた診療体制構築が望まれる。
ア）増加傾向の疾患

増加率では、循環器、

皮膚、筋骨格系、眼

の疾患。

増加数では、循環器、

新生物、精神、神経

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑤⑤⑤⑤診療圏診療圏診療圏診療圏のののの将来疾患需要将来疾患需要将来疾患需要将来疾患需要

ⅠⅠⅠⅠ
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神経系の疾患 171 194 23 13.4%
眼及び付属器の疾患 36 42 5 14.5%
耳及び乳様突起の疾患 7 7 0 3.2%
循環器系の疾患　（心疾患、循環器疾患等） 584 693 109 18.7%
呼吸器系の疾患 162 184 22 13.7%
消化器系の疾患 159 180 20 12.7%
皮膚及び皮下組織の疾患 24 28 4 14.7%
筋骨格系及び結合組織の疾患 144 165 21 14.6%
尿路性器系の疾患 99 113 14 14.0%
妊娠，分娩及び産じょく 39 37 -1 -3.6%
周産期に発生した病態 28 23 -4 -15.3%
先天奇形，変形及び染色体異常 19 17 -2 -10.1%
症状，徴候及び異常臨床所見・検査所見で他に分類されないもの 60 69 9 15.0%
損傷，中毒及びその他の外因の影響 287 326 39 13.7%
健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 36 37 1 1.8%

合計 2,906 3,268 362 12.5%

疾患別・年齢階級別受療率（平成17年患者調査・厚生労働省）と

年齢階級別人口推計（前項）を元に推計。

新生物、精神、神経

損傷等。

イ）減少・微増の疾患

周産期、先天奇形、

妊娠、耳
注）三田市単独での疾患需

要増加率は24.3％増と見

込まれており、診療圏全

体の増加率よりも高い。こ

れは、三田市では従来低

かった高齢化率が急速に

高まることが要因である。

　増加数・増加率の高い疾患

　増加数・増加率が低い（マイナス）の疾患



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑥⑥⑥⑥診療圏診療圏診療圏診療圏のののの主要医療機関状況主要医療機関状況主要医療機関状況主要医療機関状況

診療圏内の主要医療機関

診療圏内の主要医療機関

救急受入可能医療機関 ： 6件

一般病床100床以上の医療機関：5件

（いずれも三田市民病院を含む）

ⅠⅠⅠⅠ

篠山市

猪名川町

兵庫医大篠山病院（Ａ、Ｂ）

三田市

⑦

JR藍本駅

JR草野駅

JR古市駅

JR篠山口駅

14

救急受入
一般病床
100床以

上
A B

① 三田市民病院 ● ●
② 兵庫中央病院 ●
③ 平島病院 ● ●
④ あおぞらクリニック ●
⑤ 恒生病院 ●
⑥ 済生会兵庫県病院 ● ●
⑦ 兵庫医科大学篠山病院 ● ●

医療機関名

注）標榜診療科等の情報については次項参照
宝塚市

三木市

加東市

神戸市

②

済生会兵庫県病院（Ａ、Ｂ）

③

④

⑤

①

三田市

あおぞらクリニック（Ａ）

三田市民病院（Ａ、Ｂ）

兵庫中央病院（Ｂ）

平島病院（Ａ、Ｂ）

⑥

JR三田駅

JR新三田駅

JR広野駅

JR相野駅

神戸電鉄
ウッディタウン中央駅

南ウッディ
タウン駅

三田
本町駅

フラワー
タウン駅

横山駅

神鉄道場駅
道場
南口駅

鉄道

岡場駅

恒生病院（Ａ）

自動車道



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑥⑥⑥⑥診療圏診療圏診療圏診療圏のののの主要医療機関状況主要医療機関状況主要医療機関状況主要医療機関状況

＜＜＜＜三田市並三田市並三田市並三田市並びにびにびにびに近郊医療機関近郊医療機関近郊医療機関近郊医療機関のののの状況状況状況状況＞＞＞＞
・・・・９９９９つのつのつのつの病院病院病院病院とととと２２２２つのつのつのつの有床診療所有床診療所有床診療所有床診療所があるがあるがあるがある。。。。

・・・・二次救急対応二次救急対応二次救急対応二次救急対応のののの医療機関医療機関医療機関医療機関はははは３３３３件件件件（（（（三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院、、、、平島病院平島病院平島病院平島病院、、、、あおぞらクリニックあおぞらクリニックあおぞらクリニックあおぞらクリニック））））

・・・・病院病院病院病院でででで三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のみがのみがのみがのみが標榜標榜標榜標榜しているしているしているしている診療科診療科診療科診療科：：：：形成外科形成外科形成外科形成外科、、、、脳神経外科脳神経外科脳神経外科脳神経外科、、、、産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科、、、、耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科、、、、麻酔科麻酔科麻酔科麻酔科

・・・・総合病院総合病院総合病院総合病院（（（（一般病床一般病床一般病床一般病床200200200200床以上床以上床以上床以上）：）：）：）：三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院（（（（300300300300床床床床）、）、）、）、兵庫中央病院兵庫中央病院兵庫中央病院兵庫中央病院（（（（426426426426床床床床）、）、）、）、済生会兵庫県病院済生会兵庫県病院済生会兵庫県病院済生会兵庫県病院（（（（279279279279床床床床））））

ⅠⅠⅠⅠ

aaaa））））三田市内三田市内三田市内三田市内のののの入院可能施設入院可能施設入院可能施設入院可能施設

番号 医療機関名 病院
診療

所
一般 療養 精神 結核 合計 内 消化 胃腸 循環 小児 外

呼・

呼外
肛門 整形

リウマ

チ
形成 脳外

神経・

神内
皮 泌 産婦 眼 耳鼻 リハ 放射 麻酔 精神 心内

歯科

口腔

施設区分 病床区分・病床数
二次

救急

標榜診療科
地区

15出処：三田市医師会ホームページ、独立行政法人福祉医療機構ホームページ等。平成20年8月時データに基づく。

番号 医療機関名 病院
所

一般 療養 精神 結核 合計 内 消化 胃腸 循環 小児 外
呼外

肛門 整形
チ

形成 脳外
神内

皮 泌 産婦 眼 耳鼻 リハ 放射 麻酔 精神 心内
口腔

1 三田市民病院 ウッディ ● 300 300 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
2 兵庫中央病院 三輪 ● 426 148 574 ● ● ● ● ● ● ●
3 平島病院 三田 ● 108 102 210 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
4 三田温泉病院 本庄 ● 180 180 ● ●
5 三田高原病院 本庄 ● 360 360 ● ●
6 宝塚三田病院 三田 ● 681 681 ● ●
7 さくら療育園 本庄 ● 300 300 ●
8 津田病院 本庄 ● 200 200 ● ●
9 あいの病院 本庄 ● 145 145 ● ● ●

10 あおぞらクリニック 広野 ● 19 19 ● ● ● ●
11 大坪胃腸科外科 三田 ● 18 18 ● ● ● ● ●

bbbb))))三田市近郊三田市近郊三田市近郊三田市近郊のののの主主主主なななな病院病院病院病院

番号 医療機関名 病院
診療

所
一般 療養 精神 結核 合計 内 消化 胃腸 循環 小児 外 呼・外 肛門 整形

リウマ

チ
形成 脳外

神経・

神内
皮 泌 産婦 眼 耳鼻 リハ 放射 麻酔 精神 心内

歯科

口腔

1 済生会兵庫県病院 神戸市北区 ● 279 279 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
2 恒生病院 神戸市北区 ● 59 59 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
3 岡本病院 篠山市 ● 94 92 186 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
4 兵庫医科大学篠山病院 篠山市 ● 150 50 200 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

救急

標榜診療科
地区

施設区分 病床区分・病床数
二次

救急



＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその１１１１ 全体全体全体全体のののの特徴特徴特徴特徴＞＞＞＞
• 三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院はははは救急救急救急救急・・・・急性期分野急性期分野急性期分野急性期分野※※※※でででで地域医療地域医療地域医療地域医療にににに大大大大きなきなきなきな貢献貢献貢献貢献をををを果果果果たしているたしているたしているたしている。。。。

• 脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患・・・・急性心筋梗塞疾患急性心筋梗塞疾患急性心筋梗塞疾患急性心筋梗塞疾患ではではではでは三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院がががが二次医療圏全体二次医療圏全体二次医療圏全体二次医療圏全体のののの基幹的役割基幹的役割基幹的役割基幹的役割をををを担担担担っているっているっているっている。。。。

• がんがんがんがん医療医療医療医療についてはについてはについてはについては、、、、専門的専門的専門的専門的ながんながんながんながん診療診療診療診療のののの機能機能機能機能をををを有有有有するするするする医療機関医療機関医療機関医療機関としてとしてとしてとして位置位置位置位置づけられているづけられているづけられているづけられている。。。。

• 糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病についてはについてはについてはについては、、、、急性増悪時治療急性増悪時治療急性増悪時治療急性増悪時治療をををを担担担担うううう医療機関医療機関医療機関医療機関としてとしてとしてとして位置位置位置位置づけられているづけられているづけられているづけられている。。。。

• 小児小児小児小児・・・・周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療はははは三田市域全体三田市域全体三田市域全体三田市域全体でででで医療資源医療資源医療資源医療資源がががが乏乏乏乏しくしくしくしく、、、、市民病院市民病院市民病院市民病院のののの体制整備体制整備体制整備体制整備にもにもにもにも限界限界限界限界があるがあるがあるがある。。。。

• これらのこれらのこれらのこれらの強強強強みをみをみをみを活活活活かしてかしてかしてかして弱弱弱弱みをみをみをみを補完補完補完補完するようなするようなするようなするような連携連携連携連携・ネットワーク・ネットワーク・ネットワーク・ネットワーク化化化化がががが今後今後今後今後のののの課題課題課題課題であるであるであるである。。。。

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 全体全体全体全体のののの特徴特徴特徴特徴
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• これらのこれらのこれらのこれらの強強強強みをみをみをみを活活活活かしてかしてかしてかして弱弱弱弱みをみをみをみを補完補完補完補完するようなするようなするようなするような連携連携連携連携・ネットワーク・ネットワーク・ネットワーク・ネットワーク化化化化がががが今後今後今後今後のののの課題課題課題課題であるであるであるである。。。。

救急等救急等救急等救急等のののの分野別分野別分野別分野別のののの医療圏医療圏医療圏医療圏とととと市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割

出処：平成20年 兵庫県保健医療計画

分野 二次医療・広域圏域
救急 阪神北
脳疾患 阪神北
急性心筋梗塞 阪神北
がん 阪神北
糖尿病 阪神北
小児 神戸・三田
周産期 神戸・三田

専門的ながん診療の機能を有する医療機関
糖尿病の急性増悪時治療を担う医療機関
神戸市北区の3病院と輪番制
神戸市の病院と連携

三田市民病院の役割
圏域内で病院群輪番制
急性期の基幹的病院
　同上

※



＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその２２２２ 救急医療救急医療救急医療救急医療＞＞＞＞
• 三田市民三田市民三田市民三田市民のののの救急搬送人員救急搬送人員救急搬送人員救急搬送人員はははは8888割割割割がががが市内市内市内市内にににに、、、、2222割割割割がががが市外市外市外市外へとへとへとへと搬送搬送搬送搬送されるされるされるされる。。。。市民病院市民病院市民病院市民病院はははは全体全体全体全体のののの6666割割割割をををを取取取取りりりり扱扱扱扱っっっっ

ておりておりておりており、、、、三田市救急三田市救急三田市救急三田市救急のののの基幹的役割基幹的役割基幹的役割基幹的役割をををを担担担担っているっているっているっている。。。。

• 市民病院市民病院市民病院市民病院のののの時間外救急受付患者時間外救急受付患者時間外救急受付患者時間外救急受付患者のうちのうちのうちのうち入院入院入院入院へとへとへとへと至至至至るるるる比率比率比率比率はははは15151515％％％％程度程度程度程度（（（（平成平成平成平成17171717～～～～19191919年平均年平均年平均年平均でででで、、、、時間外受時間外受時間外受時間外受
付付付付8,8398,8398,8398,839件中件中件中件中、、、、入院入院入院入院にににに至至至至ったったったった件数件数件数件数はははは1,3381,3381,3381,338件件件件）。）。）。）。入院入院入院入院にににに至至至至らないらないらないらない患者患者患者患者のののの多多多多くはくはくはくは、、、、当院以外当院以外当院以外当院以外でもでもでもでも対応可能対応可能対応可能対応可能とととと推推推推
測測測測されるされるされるされる。。。。

• 三田市三田市三田市三田市においてはにおいてはにおいてはにおいては休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患センターがセンターがセンターがセンターが無無無無くくくく、、、、とりわけとりわけとりわけとりわけ市民病院市民病院市民病院市民病院がががが救急医療救急医療救急医療救急医療のののの多多多多くをくをくをくを担担担担っているっているっているっている。。。。

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの救急搬送人員救急搬送人員救急搬送人員救急搬送人員シェアシェアシェアシェア（（（（診療科別診療科別診療科別診療科別）（）（）（）（平成平成平成平成17171717～～～～19191919年暦年平均年暦年平均年暦年平均年暦年平均））））

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 救急医療救急医療救急医療救急医療
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三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの救急搬送人員救急搬送人員救急搬送人員救急搬送人員シェアシェアシェアシェア（（（（診療科別診療科別診療科別診療科別）（）（）（）（平成平成平成平成17171717～～～～19191919年暦年平均年暦年平均年暦年平均年暦年平均））））

60.7%
51.5%

26.1%

61.0%

76.2%

37.4%

59.2%

27.6%

33.4%

4.2%

23.4%

5.7%

18.7%

21.3%

11.7% 15.1%

69.7%

15.6% 18.0%
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科

　そ
の

他

全
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市外医療機関

市内他医療機関

三田市民病院

出処：平成17～20年 三田市消防本部（両グラフ共）

三田市消防局三田市消防局三田市消防局三田市消防局のののの救急搬送人員数救急搬送人員数救急搬送人員数救急搬送人員数（（（（平成平成平成平成17171717～～～～19191919年年年年・・・・3333ヵヵヵヵ年平均年平均年平均年平均））））

三田市民病院,
1,841人, 59%

市内の他医療機関,
662人, 21%

市内医療機関,
2,503人, 80%市外他医療機関,

607人, 20%



三田市と阪神北救急医療圏域（出処：同左）

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその２２２２ 救急医療救急医療救急医療救急医療（（（（続続続続）＞）＞）＞）＞
・・・・三田市三田市三田市三田市のののの1111次救急次救急次救急次救急にはにはにはには休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患センターがセンターがセンターがセンターが存在存在存在存在せずせずせずせず、、、、在宅当番医制在宅当番医制在宅当番医制在宅当番医制でででで担担担担われているわれているわれているわれている。。。。

周辺市域周辺市域周辺市域周辺市域のののの三木市三木市三木市三木市、、、、加東市加東市加東市加東市・・・・小野市小野市小野市小野市にもにもにもにも休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患センターがセンターがセンターがセンターが存在存在存在存在していないしていないしていないしていない。。。。

・・・・2222次救急次救急次救急次救急はははは阪神北地域輪番制阪神北地域輪番制阪神北地域輪番制阪神北地域輪番制でででで、、、、3333次救急次救急次救急次救急はははは阪神圏域阪神圏域阪神圏域阪神圏域のののの救命救急救命救急救命救急救命救急センターでセンターでセンターでセンターで運営運営運営運営されているされているされているされている。。。。

三田市周辺市域の救急医療体制整備状況 （平成20年兵庫県保健医療計画）

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 救急医療救急医療救急医療救急医療（（（（続続続続））））

休日夜間急 在宅当 病院群輪
1次救急（初期） 2次（重症） 3次（重篤）

ⅠⅠⅠⅠ
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地区名
休日夜間急
患センター

在宅当
番医制

地域名
病院群輪

番制
圏域名 救命救急センター

三田市 ○
宝塚市 ○

川西市・川辺郡 ○
伊丹市 ○ ◎
尼崎市 ◎ ◎
西宮市 ◎ ◎
芦屋市 ○ ◎

東神戸 ◎
西神戸 ◎

篠山市 ○
丹波市 ○
三木市 ○

加東市・小野市 ○
加西市 ○

西脇市・多可郡 ○

神戸市立医療センター
中央市民病院
兵庫県災害医療セン
ター
兵庫医科大学病院

神戸市 ◎（2ヵ所） ○（各区）

阪神南

神戸

阪神

阪神北 ◎

◎

播磨
県立姫路循環器病
センター

丹波 ◎

北播磨 ◎

丹波 県立柏原病院

三田市周辺診療圏
○ 毎休日に救急体制を実施
◎ 毎休日・毎夜間に救急体制を実施



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその３３３３ 脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患脳血管疾患＞＞＞＞
アアアア）））） 三田市三田市三田市三田市はははは、、、、阪神北阪神北阪神北阪神北・・・・丹波脳卒中圏域丹波脳卒中圏域丹波脳卒中圏域丹波脳卒中圏域（（（（兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画））））にににに属属属属するするするする。。。。

イイイイ）））） 三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院はははは上記圏域中上記圏域中上記圏域中上記圏域中でででで、、、、脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中のののの急性期医療急性期医療急性期医療急性期医療をををを担担担担うううう医療機関医療機関医療機関医療機関としてのとしてのとしてのとしての全全全全てのてのてのての条件条件条件条件をををを満満満満たしてたしてたしてたして
いるいるいるいる唯一唯一唯一唯一のののの病院病院病院病院であるであるであるである。（。（。（。（同条件同条件同条件同条件をををを満満満満たすのはたすのはたすのはたすのは、、、、県下県下県下県下ではではではでは他他他他にににに17171717病院病院病院病院のみのみのみのみ））））

参考）脳卒中の急性期医療を担う医療機関の選定条件と三田・周辺市域における該当医療機関（平成20年 兵庫県保健医療計画）
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ⅰ）検査（Ｘ線検査、ＣＴ検査、ＭＲＩ
（拡散強調画像）、血管連続撮
影）24 時間実施可能（ｵﾝｺｰﾙ
体制含む）

ⅱ）血栓溶解療法（ｔ-PA）※が24 時
間当直体制で実施可能

ⅲ）外科的治療が必要な場合2 時間
以内に治療開始（24 時間対応）

ⅳ）急性期リハビリテーションの実施

注） 丹波圏域は、県立柏原病院の機能回復を図り、一定の機能を確保する方向で調整予定。

参考）脳卒中の急性期医療を担う医療機関の選定条件と三田・周辺市域における該当医療機関（平成20年 兵庫県保健医療計画）

A A' B

条件を全て
満たしている病院

条件ⅱについてはオン
コール体制※で24時間対
応可能な病院

条件ⅰ～ⅲのうち、診療
時間のみの対応となる項
目がある病院

阪神北・丹波
（注）

三田市、宝塚市、伊丹
市、川西市、猪名川町、
篠山市、丹波市

三田市民病院
宝塚市立病院
ベリタス病院

岡本病院

北播磨
三木市、加東市、
西脇市、小野市、加西
市、多可町

市立西脇病院

神戸 神戸市

恒生病院、神戸市立医療
センター中央市民病院、
神戸大学医学部附属病
院、吉田病院

神戸赤十字病院、新須磨
病院、西神戸医療セン
ター

神戸掖済会病院、神戸徳
州会病院、社会保険神戸
中央病院、神鋼病院

圏域名 構成市町



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 心疾患心疾患心疾患心疾患

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその４４４４ 心疾患心疾患心疾患心疾患＞＞＞＞
アアアア）））） 三田市三田市三田市三田市はははは、、、、阪神北阪神北阪神北阪神北・・・・急性心筋梗塞圏域急性心筋梗塞圏域急性心筋梗塞圏域急性心筋梗塞圏域（（（（兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画））））にににに属属属属するするするする。。。。

イイイイ）））） 三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院はははは上記圏域中上記圏域中上記圏域中上記圏域中でででで、、、、急性心筋梗塞急性心筋梗塞急性心筋梗塞急性心筋梗塞のののの急性期医療急性期医療急性期医療急性期医療をををを担担担担うううう医療機関医療機関医療機関医療機関のののの3333病院病院病院病院のののの一一一一つとつとつとつと位置位置位置位置づけられづけられづけられづけられ
ているているているている。。。。

ⅰ）専門的検査（心臓カテーテル検査※・ＣＴ検査等）及び専門的診療（大動脈バルーンパンピング※・緊急ペーシング※等）の24 時間対応

ⅱ）経皮的冠動脈形成術（経皮的冠動脈ステント留置術※を含む）を年間200 症例以上実施

参考）急性心筋梗塞の急性期医療を担う医療機関の選定条件と三田・周辺市域における該当医療機関（平成20年 兵庫県保健医療計画）
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ⅲ）救急入院患者の受入実績がある

ⅳ）心臓血管外科に常勤医を配置

ⅴ）冠動脈バイパス術を実施
注1） 丹波圏域は、県立柏原病院の機能回復を図り、

一定の機能を確保する方向で調整予定。

注2） オンコール体制にて24時間対応可能な病院

A B C D

条件を全て
満たしている病院

条件ⅱが年間100症例以
上200症例未満かつ、
ⅰ、ⅲ、ⅳを満たす病院

条件ⅰ～ⅲを満たす病院
ⅱが年間100症例以上
200症例未満、かつⅰ、
ⅱを満たす病院

阪神北・丹波
（注1）

三田市、宝塚市、伊丹
市、川西市、猪名川町、
篠山市、丹波市

東宝塚佐藤病院 宝塚市立病院 三田市民病院（注2）

北播磨
三木市、加東市、
西脇市、小野市、加西
市、多可町

三木市民病院（注2） 市立加西病院

神戸 神戸市
神戸市立医療センター中央市民
病院、神戸大学医学部附属病
院、高橋病院（注2）

神戸赤十字病院、神戸労
災病院（注2）、神戸徳州
会病院（注2）

済生会兵庫県病院、川崎
病院、神戸医療センター
（注2）、顕修会すずらん
病院（注2）、六甲アイラン
ド病院（注2）

圏域名 構成市町



手
術

化
学
療
法

放
射
線
治
療

集
学
的
治
療

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

手
術

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除

化
学
療
法

集
学
的
治
療

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

手
術

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除

化
学
療
法

集
学
的
治
療

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

手
術

化
学
療
法

穿
刺
療
法
※
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療
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肝がん 肺がん乳がん 胃がん 大腸がん

各種がんの治療方法等 （平成20年 兵庫県保健医療計画から阪神北医療圏について5大がん分を抜粋）

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 がんがんがんがん

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割

そのそのそのその５５５５ がんがんがんがん治療治療治療治療＞＞＞＞
①①①① 集学的治療集学的治療集学的治療集学的治療のののの実施実施実施実施

手術手術手術手術・・・・放射線放射線放射線放射線・・・・化学療法化学療法化学療法化学療法をををを効果効果効果効果

的的的的にににに組組組組みみみみ合合合合わせたわせたわせたわせた集学的治集学的治集学的治集学的治

療療療療をををを実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。

がん種別

治療法等

病院
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オ
ン

除
術

オ
ン

除
術

オ
ン

オ
ン

オ
ン

三田市民病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
兵庫中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平島病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
近畿中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市立伊丹病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安倉病院 ○ ○
協立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
こだま病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市立川西病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
正愛病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚第一病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東宝塚さとう病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
べりタス病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
みやそう病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
祐生病院 ○

療療療療をををを実施実施実施実施しているしているしているしている。。。。

②②②② 保健医療計画保健医療計画保健医療計画保健医療計画でのでのでのでの位置位置位置位置づけづけづけづけ

兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画兵庫県保健医療計画ではではではでは、、、、

阪神北医療圏域内阪神北医療圏域内阪神北医療圏域内阪神北医療圏域内ではではではでは、、、、専門専門専門専門

的的的的ながんながんながんながん診療機能診療機能診療機能診療機能をををを有有有有するするするする医医医医

療機関療機関療機関療機関とととと位置位置位置位置づけられているづけられているづけられているづけられている。。。。

（（（（同圏内同圏内同圏内同圏内ではではではでは、、、、他他他他にににに近畿中央近畿中央近畿中央近畿中央

病院病院病院病院、、、、市立伊丹病院市立伊丹病院市立伊丹病院市立伊丹病院のみのみのみのみ））））

③③③③ 今後今後今後今後のののの課題課題課題課題

緩和緩和緩和緩和ケアへのケアへのケアへのケアへの取取取取りりりり組組組組みみみみ強化強化強化強化がががが

今後今後今後今後のののの課題課題課題課題となっているとなっているとなっているとなっている。。。。



④低血糖
①糖尿病 ②内分泌

専門医（常勤）糖尿病の診断や状況評価に必要な検査、専門的治療等の対応
専門職種
のチーム

糖尿病昏
睡等、急

糖尿病の
急性合併

糖尿病の「専門治療」及び「急性増悪時治療」に関する病院別医療機能

（平成20年 兵庫県保健医療計画から阪神北医療圏について抜粋）

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその６６６６ 糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病＞＞＞＞
・・・・糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病のののの急性増悪時治療急性増悪時治療急性増悪時治療急性増悪時治療をををを担担担担うううう医療機関医療機関医療機関医療機関としてとしてとしてとして位置位置位置位置づけられているづけられているづけられているづけられている。。。。

・・・・今後今後今後今後のののの課題課題課題課題はははは、、、、医師確保医師確保医師確保医師確保をををを図図図図りりりり、、、、透析医療透析医療透析医療透析医療のののの体制体制体制体制をををを再構築再構築再構築再構築することであるすることであるすることであるすることである。。。。

項目
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①
75gOGTT
検査（※）

②運動療
法の指導

③食事療
法の指導

④低血糖
時及び
シックデイ
の対応

⑤妊娠糖
尿病患者
への対応

⑥Ⅰ型糖
尿病への
対応（※）

①糖尿病
専門医
（日本糖
尿病学
会）

②内分泌
代謝専門
医（日本
内分泌学
会）

三田市 三田市民病院 ○ ○ ○ ○ ○注 ○ ○ ○ ○ ○注 ○注
三田市 兵庫中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三田市 平島病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
川西市 協立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊丹市 近畿中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊丹市 市立伊丹病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
川西市 市立川西病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚市 宝塚市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚市 宝塚第一病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚市 宝塚病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宝塚市 東宝塚さとう病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人工透析
の実施

市名
のチーム
指導によ
る糖尿病
教育入院

睡等、急
性合併症
の患者の
治療

急性合併
症の患者
を24時間
受入

注）兵庫県保健医療計画策定時には対応できなかったが、平成20年4月以降は対応可能になっている。

項目

病院



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 小児救急小児救急小児救急小児救急

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその７７７７ 小児救急小児救急小児救急小児救急＞＞＞＞
・・・・三田市三田市三田市三田市のののの小児救急小児救急小児救急小児救急はははは、、、、一次救急一次救急一次救急一次救急※※※※をををを在宅医当番制在宅医当番制在宅医当番制在宅医当番制でででで、、、、二次救急二次救急二次救急二次救急をををを神戸市神戸市神戸市神戸市のののの病院病院病院病院とのとのとのとの輪番制輪番制輪番制輪番制でででで対応対応対応対応しているしているしているしている。。。。

（（（（三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院とととと済生会兵庫県病院済生会兵庫県病院済生会兵庫県病院済生会兵庫県病院、、、、真星病院真星病院真星病院真星病院、、、、社会保険神戸中央病院社会保険神戸中央病院社会保険神戸中央病院社会保険神戸中央病院のののの４４４４病院輪番制病院輪番制病院輪番制病院輪番制））））

・・・・市内市内市内市内にはにはにはには休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患休日夜間急患センターがセンターがセンターがセンターが無無無無くくくく、、、、またまたまたまた常勤小児科医常勤小児科医常勤小児科医常勤小児科医5555名以上名以上名以上名以上のののの基幹的病院基幹的病院基幹的病院基幹的病院がががが無無無無いいいい。。。。

・・・・結果結果結果結果としてとしてとしてとして、、、、小児救急搬送患者小児救急搬送患者小児救急搬送患者小児救急搬送患者のののの7777割割割割はははは三田市外三田市外三田市外三田市外へとへとへとへと搬送搬送搬送搬送されているされているされているされている。。。。

・・・・三田市三田市三田市三田市にににに隣接隣接隣接隣接するするするする丹波丹波丹波丹波・・・・篠山地区篠山地区篠山地区篠山地区にもにもにもにも地域小児医療地域小児医療地域小児医療地域小児医療センターがセンターがセンターがセンターが存在存在存在存在せずせずせずせず、、、、神戸神戸神戸神戸・・・・三田圏域三田圏域三田圏域三田圏域とのとのとのとの

連携連携連携連携によりによりによりにより対応対応対応対応がががが図図図図られているられているられているられている。。。。

・・・・三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、小児科医定数小児科医定数小児科医定数小児科医定数3333名名名名のうちのうちのうちのうち1111名名名名がががが欠員欠員欠員欠員となっているとなっているとなっているとなっている。。。。
三田市と小児医療連携圏域図（同左）
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小児救急医療の広域体制（平成20年 兵庫県保健医療計画）

市町村 一次救急
二次小児救
急医療圏域

常勤小児科医
5名以上

小児医療連
携圏域

地域小児
医療センター

三田市 在宅医当番制 三田

神戸市
休日夜間急患

センター
（市内2ヵ所)

神戸

県立こども病院
神戸市民中央病院
神戸大学附属病院
済生会兵庫県病院
西神戸医療センター
六甲アイランド病院
バルモア病院

篠山市
休日夜間急患

センター

丹波市
休日夜間急患

センター

神戸・三田
神戸市中央市民病院
済生会兵庫県病院

丹波 神戸・三田

当面は神戸・三田圏域
等との連携で対応し、
将来的に圏域内での
小児医療センター機能
の確保を図る。



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
３３３３．．．．診療圏診療圏診療圏診療圏におけるにおけるにおけるにおける位置位置位置位置づけづけづけづけ ⑦⑦⑦⑦市民病院市民病院市民病院市民病院のののの役割役割役割役割 周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療

＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの役割役割役割役割 そのそのそのその８８８８ 周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療＞＞＞＞
・・・・三田市域三田市域三田市域三田市域ではではではでは、、、、平成平成平成平成19191919年度年度年度年度におけるにおけるにおけるにおける救急搬送件数救急搬送件数救急搬送件数救急搬送件数88888888件件件件のののの全例全例全例全例がががが神戸圏域神戸圏域神戸圏域神戸圏域のののの医療機関医療機関医療機関医療機関にににに搬送搬送搬送搬送されているされているされているされている。。。。

県保健医療計画県保健医療計画県保健医療計画県保健医療計画でもでもでもでも、「、「、「、「三田市域三田市域三田市域三田市域においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、地理的地理的地理的地理的・・・・歴史的条件歴史的条件歴史的条件歴史的条件によりによりによりにより神戸圏域神戸圏域神戸圏域神戸圏域とのとのとのとの連携連携連携連携をををを進進進進めるめるめるめる」」」」とととと明記明記明記明記。。。。

・・・・隣接隣接隣接隣接するするするする丹波圏域丹波圏域丹波圏域丹波圏域ではではではでは、、、、地域周産期母子医療地域周産期母子医療地域周産期母子医療地域周産期母子医療センターがセンターがセンターがセンターが存在存在存在存在せずせずせずせず、、、、当面当面当面当面はははは神戸神戸神戸神戸・・・・三田圏域三田圏域三田圏域三田圏域でででで対応対応対応対応。。。。

・・・・三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院はははは三田市内三田市内三田市内三田市内におけるにおけるにおけるにおける唯一唯一唯一唯一のののの分娩可能分娩可能分娩可能分娩可能なななな入院施設入院施設入院施設入院施設をををを持持持持つつつつ医療機関医療機関医療機関医療機関であるであるであるである。。。。

周産期医療の広域体制（平成20年 兵庫県保健医療計画） 人口千人当たり出生数（平成17年）

（平成19年 三田の保健福祉）
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（平成19年 三田の保健福祉）
市町村 圏域名

地域周産期
母子医療センター

総合周産期
母子医療センター

三田市

神戸市

篠山市

丹波市

県立こども病院

神戸・三田
神戸市中央市民病院
神戸大学附属病院
済生会兵庫県病院

丹波

当面は神戸・三田圏
域等との連携で対応
し、将来的に圏域内
での一定の機能の確
保を図る。

出生数（人） 人口（人）
人口千人当た

り出生数
三田市 732 113,332 6.5
兵庫県 47,273 5,590,601 8.5
全国 1,062,530 127,767,994 8.3



＜＜＜＜三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの医療機能医療機能医療機能医療機能についてについてについてについて＞＞＞＞

①①①① 急性期医療急性期医療急性期医療急性期医療へのへのへのへの賛否賛否賛否賛否についてについてについてについて「「「「適切適切適切適切なななな方針方針方針方針」（」（」（」（51.751.751.751.7％）％）％）％）がががが過半数過半数過半数過半数をををを占占占占めたがめたがめたがめたが、「、「、「、「慢性期医療慢性期医療慢性期医療慢性期医療とのとのとのとの両立両立両立両立」」」」
（（（（42.542.542.542.5％）％）％）％）にもにもにもにも意見意見意見意見がががが集集集集まったまったまったまった。。。。

②②②② 医療連携医療連携医療連携医療連携・・・・役割分担役割分担役割分担役割分担のののの中中中中でででで、、、、市民病院市民病院市民病院市民病院にににに求求求求めるめるめるめる特色特色特色特色はははは「「「「救急医療救急医療救急医療救急医療」」」」 （（（（62.962.962.962.9％）、％）、％）、％）、脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中・・・・心筋梗塞心筋梗塞心筋梗塞心筋梗塞・がん・がん・がん・がん等等等等
（（（（57.157.157.157.1％）％）％）％）がががが多多多多かったかったかったかった。。。。

③③③③ 市民意見市民意見市民意見市民意見をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて、、、、急性期医療中心急性期医療中心急性期医療中心急性期医療中心のののの方針方針方針方針をををを維持維持維持維持しつつしつつしつつしつつ、、、、慢性期医療機関慢性期医療機関慢性期医療機関慢性期医療機関とのとのとのとの連携連携連携連携をををを模索模索模索模索するものとするものとするものとするものと
するするするする。。。。

問問問問１１１１0 0 0 0 市民病院市民病院市民病院市民病院のののの急性期医療中心急性期医療中心急性期医療中心急性期医療中心のののの方針方針方針方針についてについてについてについて

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
４４４４．．．．三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院にににに関関関関するするするする市民市民市民市民アンケートアンケートアンケートアンケート ①①①①今後今後今後今後のののの方針方針方針方針についてについてについてについて
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（（（（回答総数回答総数回答総数回答総数515515515515件件件件のののの構成比構成比構成比構成比））））

適切な方針
51.7%慢性期医療との両立

42.5%

その他
5.2%

急性期医療の廃止
0.6%

問問問問11111111....他他他他のののの医療機関医療機関医療機関医療機関とのとのとのとの連携連携連携連携
（（（（総数総数総数総数517517517517件件件件にににに対対対対するするするする比率比率比率比率））））
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出処：平成20年 三田

市民病院アンケート結果



＜＜＜＜一次救急一次救急一次救急一次救急とととと二次救急医療二次救急医療二次救急医療二次救急医療のののの分担分担分担分担にににに関関関関するするするする市民意識市民意識市民意識市民意識＞＞＞＞

①①①① 他医療機関他医療機関他医療機関他医療機関とととと「「「「連携連携連携連携」」」」やややや「「「「役割分担役割分担役割分担役割分担」」」」をををを強化強化強化強化すべきすべきすべきすべき分野分野分野分野ではではではでは「「「「救急医療救急医療救急医療救急医療」」」」がががが多多多多いいいい（（（（54.754.754.754.7％）。「％）。「％）。「％）。「市民病院市民病院市民病院市民病院がががが特色特色特色特色をををを
持持持持つべきつべきつべきつべき医療医療医療医療」（」（」（」（前項前項前項前項のののの問問問問11111111））））もももも救急医療救急医療救急医療救急医療がががが多多多多くくくく（（（（62.962.962.962.9％）、％）、％）、％）、救急救急救急救急にににに関関関関するするするする市民要望市民要望市民要望市民要望のののの強強強強さがさがさがさが確認確認確認確認されたされたされたされた。。。。

②②②② 地域医療機関地域医療機関地域医療機関地域医療機関のののの診療時間内診療時間内診療時間内診療時間内にににに「「「「かかりつけかかりつけかかりつけかかりつけ医医医医」」」」をををを利用利用利用利用するするするする点点点点についてはについてはについてはについては、「、「、「、「適切適切適切適切なななな方針方針方針方針（（（（協力協力協力協力するするするする）」）」）」）」がががが76.776.776.776.7％、％、％、％、
「「「「適切適切適切適切なななな方針方針方針方針（（（（対応不明対応不明対応不明対応不明）」）」）」）」がががが10.010.010.010.0％％％％となりとなりとなりとなり、、、、合計合計合計合計でででで86.7%86.7%86.7%86.7%ものものものもの賛同賛同賛同賛同がががが得得得得られているられているられているられている。。。。

③③③③ 市民病院市民病院市民病院市民病院のののの二次救急対応力二次救急対応力二次救急対応力二次救急対応力をををを強化強化強化強化するためにはするためにはするためにはするためには、、、、一次救急一次救急一次救急一次救急でのでのでのでの地域医療機関地域医療機関地域医療機関地域医療機関とのとのとのとの役割分担強化役割分担強化役割分担強化役割分担強化がががが望望望望まれるまれるまれるまれる
がががが、、、、そのそのそのその点点点点についてのについてのについてのについての市民理解市民理解市民理解市民理解もももも進進進進みつつあるとみつつあるとみつつあるとみつつあると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
４４４４．．．．三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院にににに関関関関するするするする市民市民市民市民アンケートアンケートアンケートアンケート ②②②②救急医療救急医療救急医療救急医療についてについてについてについて
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問問問問9999....症状症状症状症状がががが軽軽軽軽いいいい方方方方はははは「「「「かかりつけかかりつけかかりつけかかりつけ医医医医」」」」にににに診診診診てもらうことについててもらうことについててもらうことについててもらうことについて
（（（（回答総数回答総数回答総数回答総数511511511511件件件件のののの構成比構成比構成比構成比））））

適切な方針（対
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76.7%

問問問問16161616....「「「「連携連携連携連携」「」「」「」「役割分担役割分担役割分担役割分担」」」」のののの強化強化強化強化がががが望望望望まれるまれるまれるまれる診療内容診療内容診療内容診療内容
（（（（回答総数回答総数回答総数回答総数517517517517件件件件にににに対対対対するするするする比率比率比率比率））））
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出処：平成20年 三田市民病院アンケート結果



医業収支の推移

6,872
7,385 7,458 7,6318,000

9,000

-200

0

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ①①①①医業収支医業収支医業収支医業収支のののの推移推移推移推移

平成17年までは医業収益および医業費用の増減はほぼ連動していたため、その差額である医業収支額は一定の範囲内で増減
していた。しかし、平成18年度よりその関係が崩れ、医業収益は減少し医業費用は増加したため、医業収支は大きく下落している。
医師不足･看護師不足による影響が大きい。

医業収支
百万円

医業収益･費用
百万円
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三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ②②②②単価単価単価単価、、、、患者数患者数患者数患者数のののの推移推移推移推移

単価(患者1人1日当たり収入)は入院･外来ともにほぼ一貫して上昇している。それに対して、患者数については、外来患者数は
平成14年度より減少に転じている。入院患者数は平成18年度までは大きな変動はなかったが、平成19年度において医師数･看護
師数の減少、それにともなう病棟閉鎖により大きく減少に転じている。

ⅠⅠⅠⅠ

入院・外来単価、入院・外来患者の推移　(直近10年)

49,644
960.7

60,000 1200

単位：円 単位：人

28
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診　療　科 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 対前年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 対前年度

内科 42.5 36.6 37.2 26.1 7.3 △ 18.8 192.6 188.3 183.5 182.5 156.5 △ 26.0

診療科別患者数診療科別患者数診療科別患者数診療科別患者数

入院入院入院入院 外来外来外来外来

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ③③③③診療科別患者数診療科別患者数診療科別患者数診療科別患者数

入院患者数については、平成18年までは大きな診療提供体制の変動もなく安定していたが、平成19年度は内科、小児科におい
て医師数減少となり患者数も大きく減少している。また看護師不足による病棟閉鎖の影響も大きい。外来患者数についても、内科･
小児科においては同じ理由により患者数が減少している。

（単位：人）
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内科 42.5 36.6 37.2 26.1 7.3 △ 18.8 192.6 188.3 183.5 182.5 156.5 △ 26.0
消化器科 33.2 31.8 35.0 37.1 34.2 △ 2.9 51.8 46.0 40.0 37.7 33.0 △ 4.7
循環器科 15.4 20.6 20.0 24.3 32.8 8.5 33.3 29.6 26.3 23.2 19.9 △ 3.3
小児科 7.9 7.1 8.3 11.0 3.8 △ 7.2 48.3 38.9 35.9 40.1 24.9 △ 15.2
外科 34.8 30.0 29.1 25.9 24.6 △ 1.3 59.9 59.6 53.7 51.9 51.4 △ 0.5
整形外科 44.4 38.1 41.5 48.5 40.3 △ 8.2 111.6 104.5 95.7 90.4 76.4 △ 14.0
形成外科 - - - 0.5 1.4 0.9 - - - 3.4 7.7 4.3
脳神経外科 17.2 26.4 33.0 32.8 23.2 △ 9.6 24.9 29.0 34.2 35.1 34.3 △ 0.8
皮膚科 4.2 5.3 6.1 5.8 4.4 △ 1.4 77.7 81.9 78.3 78.6 77.3 △ 1.3
泌尿器科 14.0 15.1 16.0 11.8 12.1 0.3 55.3 53.5 51.4 48.8 50.5 1.7
産婦人科 21.8 16.5 14.3 14.3 13.2 △ 1.1 39.3 36.7 33.4 35.6 31.6 △ 4.0
眼科 4.3 4.7 4.4 4.3 3.6 △ 0.7 66.4 67.7 62.7 54.0 48.4 △ 5.6
耳鼻いんこう科 6.1 7.5 9.2 6.6 4.9 △ 1.7 40.2 38.7 40.7 37.9 33.5 △ 4.4
放射線科 2.0 0.9 0.4 0.2 0.0 △ 0.2 10.8 11.8 11.6 14.3 12.2 △ 2.1
麻酔科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.6 2.0 0.0 0.0 0.1 0.1

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.6 24.5 17.0 4.3 4.1 △ 0.2

一日当り患者合計 247.6 240.5 254.5 248.9 205.7 △ 43.2 836.3 812.8 764.4 736.9 661.9 △ 75.0
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三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ④④④④平均在院日数平均在院日数平均在院日数平均在院日数、、、、病床利用率病床利用率病床利用率病床利用率、、、、新入院新入院新入院新入院････外来患者数外来患者数外来患者数外来患者数

％

平均在院日数は短縮するとともに、新入院患者数は平成18年度までは順調に増加したため、病床利用率は80%以上で安定した推移と
なっていた。しかし、医師数減少に見舞われた平成19年度は新入院患者数が減少に転じたため、病床利用率が一気に60%台まで下落し
た。新外来患者数は従来より減少傾向であるが、平成19年度は減少幅が大きくなっている。

ⅠⅠⅠⅠ
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三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ⑤⑤⑤⑤損益損益損益損益のののの状況状況状況状況

単位：百万円

・入院収益

腎臓内科は医師の引きあげにより休止を余儀なくされ、収益減少と
なった。また小児科医も減員となったため収益の減少となった。また、
看護師不足の影響から脳外科患者数が減少した。これに対し、循環
器科はカテーテル治療患者の増加が収益増加に寄与した。全体と
しては82百万円の減少となった。

･外来収益

損益損益損益損益のののの状況状況状況状況
損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書

ⅠⅠⅠⅠ

　　 年 度

 区 分

１. ａ 6,782 6,473 -309

(1) 6,288 5,998 -290

3,820 3,738 -82

2,468 2,260 -208

(2) 494 475 -19

２. 703 773 70

19年度
（実績）

増減
18年度
(実績)

医 業 収 益

入院収益

外来収益

収
 
 

入

料 金 収 入

そ の 他

医 業 外 収 益
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･外来収益

腎臓内科が医師の引きあげにより休止を余儀なくされたこと、小児
科医も減員となったことが要因で、外来収益全体としては、208百万
円の収益減少となった。

・医業費用

看護師減少にともない給与は減少となったが、嘱託医師の増加に
より報酬は増加し、給与費は若干の増加となった。また、外来患者数
の減少により薬剤費は減少したが、カテーテル患者の増加により診
療材料費が増加したため、材料費も増加している。経費も、委託費
の増加等により若干の増加となった。この結果、総額で173百万円の
増加となった。

・経常損益

医業収益の減少により、前年度との比較で経常収支比率4.5%、経
常損益391百万円悪化し、平成19年度において経常収支比率86.7%、
経常損益△1,116百万円となった。

２. 703 773 70

(A) 7,485 7,246 -239

１. ｂ 7,458 7,631 173

２. 752 731 -21

(B) 8,210 8,362 152

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) -725 -1,116 -391

１. (D) 3 0 -3

２. (E) 24 31 7

特　別　損　益　(D)－(E) (F) -21 -31 -10

-746 -1,147 -401

5,854 7,001 1,147
(Ａ)
（Ｂ）

ａ
ｂ 90.9% 84.8% -6.1%

経 常 収 支 比 率 ×100 91.2% 86.7% -4.5%

累 積 欠 損 金

特 別 利 益

特 別 損 失

医 業 費 用

医 業 収 支 比 率 ×100

医 業 外 費 用

純 損 益 (C)＋(F)

経 常 費 用

特
別
損
益

支
 

出

経 常 収 益

医 業 外 収 益



１１１１．．．．分析分析分析分析のののの概要概要概要概要
三田市民病院と類似する以下の4病院を選定し比較分

析を実施。
みやぎ県南中核病院、東京都日野市立病院、奈良県立三室病院、
箕面市立病院

２２２２．．．．高収益高収益高収益高収益・・・・高高高高コストコストコストコスト
比較病院よりは収益・費用ともに高く、院外処方の影響

を除くため外来薬剤収益・費用控除しても、同じ傾向で
あった。

３３３３．．．．施設施設施設施設・・・・設備設備設備設備へのへのへのへの投資額投資額投資額投資額がががが大大大大きいきいきいきい
費用は支払利息が非常に高いが、支払利息は企業債利

三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ⑥⑥⑥⑥比較分析比較分析比較分析比較分析

財務状況比較財務状況比較財務状況比較財務状況比較 （単位：千円）

ⅠⅠⅠⅠ

 項       目 三田市民病院
比較4病院

平均
平成19年度 平成18年度

病床あたり償却資産簿価 60,041 56,034
㎡あたり償却資産簿価 786 590

7,246,375 6,212,546
6,472,516 5,716,651

773,327 490,921
532 4,974

8,393,582 6,915,855
7,631,049 6,546,365（１）医業費用

２．総費用
（３）特別利益
（２）医業外収益

損益計算書
１．総収益

（１）医業収益
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費用は支払利息が非常に高いが、支払利息は企業債利
息であり、過去の政策決定により発生が避けられない費
用である。
固定資産取得価額が最も大きく、減価償却費は建設年
次が比較病院より古いことを勘案すれば高いと考えられ
る。

４４４４．．．．人的資源人的資源人的資源人的資源はははは充実充実充実充実
人件費・委託費は比較病院よりも低い。これは、雇用形
態を多様化しており、給与費・委託費等の人件費関連費
用は低い傾向にある。その他経費に含まれる人件費関
連費用を合わせてもなお低いレベルと考えられる。
実質職員数は比較病院の中で最も多く、人的資源は充
実していると考えられる。

7,631,049 6,546,365
2,764,659 2,874,545
2,546,340 1,636,643

762,960 712,345
1,524,434 1,300,976

17,372 18,153
15,284 3,705

731,224 364,544
502,180 182,539
31,309 4,945

-1,116,430 -703,337

6,363,814 5,939,500
7,511,021 6,642,809

49.5 52.1
9.2 11.9

29.8 23.9
8.3 10.2

　　（参考）職員給与費＋委託料 58.7 64.1

（７）委託料
（８）医療材料費

うち薬品費

３．医業収益に対する費用比率(%)
（１）職員給与費

２．総費用

損益計算書(外来薬剤収益費用控除後)
１．総収益

（３）特別損失
３．経常利益又は経常損失

うち企業債利息

エ．経費
オ．研究研修費
カ．資産減耗費

（２）医業外費用

（１）医業費用
ア．職員給与費
イ．材料費
ウ．減価償却費



三田市民病院三田市民病院三田市民病院三田市民病院のののの現状現状現状現状についてについてについてについて
５５５５．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況 ⑥⑥⑥⑥比較分析比較分析比較分析比較分析

５５５５．．．．材料費率材料費率材料費率材料費率はははは高高高高いいいい
材料費率が比較病院よりも高い。高額な診療材料を使用
する循環器科においてカテーテルによる術式が増加した
ためである。

６６６６．．．．入院患者入院患者入院患者入院患者1111人人人人1111日当日当日当日当たりたりたりたり収入収入収入収入はははは高高高高いいいい
特に手術・処置料が高く、レベルの高い医療が提供され
ていると考えられる。
設備に対する投資額が比較病院よりも大きく、これらの設
備を利用して高単価を実現していると考えられる。
材料費が高いのは、高価額の材料を使用する手術件数

(注)奈良県立病院の貸借対照表は3病院合計であったため比較対象から除いている

財務状況比較財務状況比較財務状況比較財務状況比較 （単位：千円）

ⅠⅠⅠⅠ

 　　　　　　　　　　項            目 三田市民病院
比較3病院

平均
平成19年度 平成19年度

12,730,976 12,459,085
12,727,676 12,458,596

0
ア．土地 3,680,992 1,257,105
イ．償却資産 18,013,130 17,177,525
ウ．減価償却累計額（△） 8,966,446 5,987,696
償却資産の償却後簿価 9,046,684 11,189,829
償却資産の償却割合 49.8% 34.9%

うち
（１）有形固定資産

１．固定資産

33

材料費が高いのは、高価額の材料を使用する手術件数
が増加したためである。

７７７７．．．．収益収益収益収益はははは高高高高いいいい水準水準水準水準だがだがだがだが費用費用費用費用をををを賄賄賄賄えていないえていないえていないえていない
比較病院中最も病床利用率が高かった平成１８年度に
おいても746百万円の経常損失となっている。
設備関係費用・医療材料費が大きく、高い収益単価とは
いえども損失額が大きい。
施設基準を見ても他病院よりも高い水準であり、投資に
見合ったより高単価・高回転を確保することが求められる。

  　　　　　　　　　　項          目 三田市民病院
比較4病院

平均
平成19年度 平成18年度

49,644 42,456
（ウ）処置・手術 18,996 12,817

13,934 10,258
8,441 8,645

18.3 17.7
88.9 71.4
4.4 4.0
6.9 8.3
8.8 1.7
4.7 4.0
6.3 4.9
5.5 5.8

143.9 117.7

（１）患者１人１日当たり診療収入（円）
ア．入院

イ．外来
外来(投薬料除く)

11．病床100床当たり職員数（人）

（５）給食部門
（６）放射線部門
（７）臨床検査部門

（３）薬剤部門
（４）事務部門

（８）その他部門
（９）全職員

（１）医師
（２）看護部門


